
盛替梁の検討

木材の繊維方向の許容曲げ応力、許容圧縮応力および許容せん断応力の値は、下表に揚げる

木材の種類に応じ、それぞれ同表の右欄の値以下とする。

木材の繊維方向の許容座屈応力の値は、次式により計算する。
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あかまつ、くろまつ、からまつ、ひば

ひのき、つが、べいまつ、べいび

すぎ、もみ、えぞまつ、とどまつ

べいすぎ、べいつが

かし

くり、なら、ぶな、けやき

ラワン

盛替梁は、生松丸太（末口 20.0 cm @ 0.8 m）を使用する。

断面積 Ａ = 314.1 cm2

断面二次半径 ｉ = 5.00 cm

座屈長 Ｌk = 3.20 m

許容座屈応力度
Ｌk

=
320.0

= 64.0
ｉ 5.00

∴ σca = 120 × ( 1 － 0.007 × 64.0 ) = 66 kgf/cm2

軸力 Ｎ = 21.000 × 0.8 = 16.8 tf

＜圧縮応力度＞

σc =
Ｎ

=
16.800 ×10 3

= 53 kgf/cm2 ＜ σca = 66 kgf/cm2

Ａ 314.1
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